
165No.
6月議会号

P2

P6

P9

P4

P18

発行　福島県国見町議会　編集　議会広報常任委員会　発行日　平成27年8月7日
〒969-1792  福島県伊達郡国見町大字藤田字一丁田二1番7　TEL.024（585）3295  FAX.024（585）2181 http://www.town.kunimi.fukushima.jp/

国民健康保険税条例の一部改正など（条例改正・制定）
県北中学校の外壁等を改修（平成27年度一般会計補正予算）
一般質問（スクールバスや歴史まちづくりなど７人が登壇）
町民のみなさんと意見交換（議会報告懇談会）

県北中学校に「夢先生」として元サッカー選手の波戸康広さんが来てくださいました。
生徒たちも明るい笑顔で楽しみながら、夢を持つことの大切さを学びました。

県北中学校に「夢先生」として元サッカー選手の波戸康広さんが来てくださいました。
生徒たちも明るい笑顔で楽しみながら、夢を持つことの大切さを学びました。

夢を明るい未来へつなげよう夢を明るい未来へつなげよう

新体制で新たにスタート
（議会組織構成決まる）

6月定例会
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6月定例会

新
体
制
で
新
た
に
ス
タ
ー
ト

　

議
会
改
選
後
の
初
議
会

は
、
６
月
23
日
か
ら
７
月
３

日
ま
で
の
11
日
間
の
会
期
で

開
か
れ
、議
長
、副
議
長
や
常

任
委
員
会
の
委
員
な
ど
が
決

定
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
国
民
健
康
保
険
税

条
例
の
改
正
や
県
北
中
学
校

の
外
壁
を
改
修
す
る
た
め
の

補
正
予
算
な
ど
24
議
案
が
提

出
さ
れ
、
す
べ
て
原
案
ど
お

り
承
認
、可
決
し
ま
し
た
。

　
最
終
日
に
は
一
般
質
問
が

行
わ
れ
、
７
人
の
議
員
が
登

壇
し
町
政
を
質
し
ま
し
た
。

　

こ
の
度
、町
議
会
一
般
議
員
選

挙
に
お
い
て
７
期
目
の
当
選
を

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
町

民
各
位
の
ご
支
援
を
賜
り
厚
く

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

去
る
６
月
23
日
の
初
議
会
に

お
い
て
多
数
の
議
員
の
ご
支
持

に
よ
り
再
度
副
議
長
の
要
職
に

就
任
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

６
月
23
日
に
招
集
さ
れ
ま
し

た
議
会
定
例
会
に
お
い
て
第
15

代
議
長
に
選
任
さ
れ
、
就
任
い

た
し
ま
し
た
。
何
と
ぞ
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

皆
さ
ま
に
は
、
日
頃
よ
り
町

政
に
対
し
深
い
ご
理
解
と
ご
協

力
を
賜
り
、
厚
く
御
礼
を
申
し

上
げ
ま
す
。
東
日
本
大
震
災
で

被
災
し
た
役
場
庁
舎
も
完
成

し
、
５
月
７
日
よ
り
新
庁
舎
で

の
業
務
を
開
始
い
た
し
ま
し

た
。
復
興
は
ま
だ
道
な
か
ば
で

は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
議
員
一
同

が
町
と
共
に
一
丸
と
な
っ
て
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

町
議
会
で
は
、
平
成
28
年
秋

の
オ
ー
プ
ン
を
目
指
し
て
工
事

が
始
ま
っ
て
い
る
「
道
の
駅
」

の
運
営
内
容
や
、
こ
の
２
月
に

国
か
ら
認
定
を
受
け
た
「
歴
史

ま
ち
づ
く
り
計
画
」
の
具
体
的

な
事
業
の
内
容
な
ど
、
町
執
行

部
と
議
論
を
交
わ
す
こ
と
に
な

り
ま
す
。
町
民
の
皆
さ
ま
に
は

新
し
く
な
っ
た
庁
舎
の
議
場
で

交
わ
さ
れ
る
議
論
を
ぜ
ひ
傍
聴

に
お
い
で
い
た
だ
き
ま
す
よ
う

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

議
長
に
東
海
林
一
樹
議
員

副
議
長
に
志
村
良
男
議
員

東
海
林
一
樹
議
長

志
村
良
男
副
議
長
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　６月23日に初議会を開催し、議長、副議長選挙や各常任委員会委員の選任
などが行われ、議会の組織構成が決まりました。

議会組織構成決まる

総務文教常任委員会

委 員 長 松浦　常雄
副委員長 浅野　富男
委　　員 東海林一樹
委　　員 八島　博正
委　　員 佐藤　定男
委　　員 松浦　和子

産業建設常任委員会

委 員 長 阿部　泰藏
副委員長 渡辺　勝弘
委　　員 志村　良男
委　　員 村上　正勝
委　　員 井砂　善榮
委　　員 村上　　一

広報常任委員会
（旧広報編集委員会を常任委員会
に昇格し、総務文教・産業建設常
任委員が兼任する。任期は６月19
日より２年。）
委 員 長 渡辺　勝弘
副委員長 佐藤　定男
委　　員 浅野　富男
委　　員 阿部　泰藏
委　　員 松浦　常雄
委　　員 村上　　一

議会運営委員会
委 員 長 八島　博正
副委員長 阿部　泰藏
委　　員 浅野　富男
委　　員 松浦　常雄
委　　員 佐藤　定男

一部事務組合議会
◦公立藤田病院組合議会議員
東海林一樹 志村　良男
阿部　泰藏 松浦　常雄
佐藤　定男 井砂　善榮

◦伊達地方衛生処理組合議会議員
八島　博正 浅野　富男

◦伊達地方消防組合議会議員
渡辺　勝弘 村上　正勝

◦福島地方水道用水供給企業団
　議会議員
東海林一樹

◦議会選出町監査委員
松浦　常雄

浅
学
菲
才
の
私
で
あ
り
ま
す

が
、大
変
名
誉
な
こ
と
で
あ
り
、

感
激
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り

ま
す
。

　
「
地
方
創
生
」
と
い
う
ま
ち
づ

く
り
に
微
力
で
は
あ
り
ま
す
が

献
身
し
て
参
る
所
存
で
す
。
特

に
現
在
町
は
交
流
の
場
、
道
の

駅
の
完
成
と
事
業
の
成
功
に
向

け
て
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
与
え
ら
れ
た
期
間
、

町
民
の
た
め
に
町
議
会
副
議
長

と
し
て
の
責
務
を
果
た
す
決
意

で
あ
り
ま
す
。

　

副
議
長
選
任
で
お
寄
せ
い
た

だ
き
ま
し
た
温
か
い
お
力
を
こ

の
職
責
中
も
継
続
さ
れ
ま
し

て
、
さ
ら
に
ご
指
導
ご
鞭
撻
賜

り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上

げ
、
就
任
の
挨
拶
と
い
た
し
ま

す
。
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こ
と
に
向
け
て
資
産
割
が
廃
止

さ
れ
、
よ
り
所
得
に
応
じ
た
負

担
額
と
な
っ
た
。

　

な
お
、
退※

職
者
医
療
制
度
の

新
規
対
象
者
の
受
け
入
れ
が
平

成
26
年
度
で
廃
止
さ
れ
、
平
成

27
年
度
か
ら
は
退
職
を
し
た
ら

そ
の
ま
ま
国
民
健
康
保
険
に
加

入
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。

�

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

（
浅
野
富
男
議
員
）

　

今
年
度
国
保
税
額
軽

減
を
図
っ
た
が
、
そ
れ
で
も
税

額
が
上
が
っ
た
と
の
こ
と
で
あ

る
。
さ
ら
に
税
額
を
引
き
下
げ

る
方
法
は
な
い
の
か
。

　

昨
年
度
は
国
保

の
財
政
に
余
裕
が

あ
っ
た
の
で
５
６
０
０
万
円
を

充
当
し
税
額
の
軽
減
を
図
る
こ

と
が
で
き
た
が
、
今
年
度
は
財

政
運
営
が
大
変
厳
し
い
状
況
で

こ
れ
以
上
の
軽
減
は
困
難
で
あ

る
。

（
要
旨
）
ふ
る
さ
と
納
税
に
つ

い
て
、
個
人
住
民
税
な
ど
の
特

例
控
除
額
を
１
割
か
ら
２
割
に

拡
充
し
ワ※

ン
ス
ト
ッ
プ
特
例
制

度
を
新
設
し
て
申
告
を
簡
素
化

す
る
も
の
。

　

軽
自
動
車
税
に
つ
い
て
、
軽

４
輪
車
の
グ
リ
ー
ン
化
特
例
経

過
措
置
の
導
入
、
２
輪
車
の
税

率
引
き
上
げ
時
期
を
平
成
28
年

４
月
１
日
に
延
長
。

　

町
た
ば
こ
税
に
つ
い
て
、
平

成
31
年
４
月
１
日
ま
で
に
紙
巻

き
た
ば
こ
の
特
例
税
率
を
４
段

階
で
引
き
上
げ
て
、
特
例
税
率

に
つ
い
て
は
廃
止
す
る
も
の
。

�

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

条
例
改
正

（
要
旨
）
１
人
あ
た
り
の
医
療

費
の
増
加
や
国
民
健
康
保
険
税

の
被
保
険
者
の
減
少
、
所
得
額

の
減
少
に
よ
り
、
今
年
度
の
国

民
健
康
保
険
税
額
は
３
年
ぶ
り

に
増
額
と
な
っ
た
。
被
保
険
者

の
減
少
に
つ
い
て
は
、
人
口
減

少
の
ほ
か
被
保
険
者
の
高
齢
化

に
よ
り
、
後
期
高
齢
者
医
療
制

度
へ
移
行
し
て
い
る
こ
と
も
要

因
と
な
っ
て
い
る
。

　

増
額
幅
を
軽
減
す
る
た
め
、

前
年
度
繰
越
金
や
基
金
の
取
り

崩
し
な
ど
を
行
い
約
２
５
０
０

万
円
を
減
税
に
充
て
た
が
、
税

負
担
額
は
前
年
度
よ
り
１
世
帯

あ
た
り
８
・
５
％
（
１
か
月
あ

た
り
約
１
１
０
０
円
）
増
、
１

人
あ
た
り
８
・
６
％
（
１
か
月

あ
た
り
約
６
３
０
円
）
増
と

な
っ
た
。

　

ま
た
、
平
成
30
年
度
に
国
保

医
療
制
度
が
県
に
統
合
さ
れ
る

国
民
健
康
保
険
税

条
例

さ
ら
に
税
額
を
引
き

下
げ
る
方
法
は
な
い
の
か

ふ
る
さ
と
納
税
の
特
例
控
除

額
を
２
割
に
引
き
上
げ

国
保
税
３
年
ぶ
り
の
増
額

一
人
あ
た
り
約
８
・
６
％
増
で
決
定

問保
健
福
祉

課
　
　
長

町
税
条
例

1世帯及び1人あたりの税負担平均額
（年額／円）

１世帯あたり １人あたり
27年度 175,850 96,415
26年度 162,130 88,762
増減額 13,720 7,653
増減率 8.5％ 8.6％

※１世帯あたり月額約1,100円増
※１人あたり　月額約　630円増

※
退
職
者
医
療
制
度

　

会
社
を
退
職
し
た
方
が
、

医
療
の
必
要
が
高
ま
る
時
期

に
国
民
健
康
保
険
に
移
る
こ

と
に
よ
り
、
国
民
健
康
保
険

の
財
政
負
担
や
加
入
者
の
保

険
料
負
担
が
過
重
に
な
る
こ

と
を
回
避
す
る
た
め
に
創
設

さ
れ
た
制
度
。

※
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
特
例
制
度

　

平
成
27
年
４
月
１
日
の
税

制
改
正
に
よ
り
、
ふ
る
さ
と

納
税
を
す
る
先
が
５
自
治
体

ま
で
は
確
定
申
告
が
不
要
と

な
る
制
度
。

健康体操で介護予防（くにみ元気まつり）
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貝
田
団
地
の
住
宅
を
３
棟
取

り
壊
し
た
こ
と
に
と
も
な
い
、

管
理
戸
数
を
５
戸
か
ら
２
戸
に

変
更
す
る
も
の
。

�

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

　

原
発
事
故
の
避
難
者
へ
の
減

免
の
う
ち
、
状
況
が
い
ま
だ
改

善
さ
れ
て
な
い
こ
と
か
ら
国
民

健
康
保
険
税
、
介
護
保
険
料
の

減
免
を
27
年
度
分
ま
で
延
長
す

る
も
の
。

�

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

　

介
護
福
祉
老
人
施
設
の
居
室

の
定
員
を
、
県
の
基
準
に
合
わ

せ
て「
３
人
」か
ら「
４
人
以
下
」

に
改
正
す
る
も
の
。

�
（
全
員
賛
成
で
可
決
）
　

町
で
は
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー
に
つ
い
て
個
別
条
例
に
お

い
て
指
定
管
理
を
行
っ
て
き
た

が
、
今
後
道
の
駅
や
そ
の
他
の

公
の
施
設
で
指
定
管
理
を
進
め

て
い
く
た
め
、
基
本
条
例
と
し

て
制
定
す
る
も
の
。

�

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

貝
田
団
地
の
住
宅
を

３
棟
取
り
壊
し

介
護
施
設
の
居
室

定
員
を
変
更

原
発
避
難
者
へ
の

減
免
を
延
長

外
部
委
託
を
民
間
団
体

や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
に
も
拡
大

町
営
住
宅
条
例

東
日
本
大
震
災
に
よ
る

被
災
者
の
国
保
税
な
ど

を
減
免
す
る
条
例　
　

公
の
施
設
の
指※

定
管
理

者
の
指
定
手
続
き
な
ど

に
関
す
る
条
例　
　
　

町
指
定
地
域
密
着
型

サ
ー
ビ
ス
の
事
業
の

基
準
を
定
め
る
条
例

※
指
定
管
理
者
制
度

　

平
成
15
年
の
地
方
自
治
法

の
改
正
に
よ
り
、
公
共
的
な

団
体
に
限
ら
れ
て
い
た
外
部

委
託
を
、
民
間
団
体
や
Ｎ
Ｐ

Ｏ
に
も
委
託
で
き
る
よ
う
に

し
た
制
度
。

条
例
制
定

　

任
期
満
了
に
よ
り
、
議
会
選

出
の
監
査
委
員
に
松
浦
常
雄
議

員
が
選
出
さ
れ
、
同
意
さ
れ
ま

し
た
。
任
期
は
議
員
の
任
期
と

同
じ
４
年
間
。

　

人
権
擁
護
委
員
の
任
期
満
了

に
よ
る
畑
善
徳
氏
（
藤
田
）、

阿
部
博
氏
（
大
木
戸
）
の
再
任

に
つ
い
て
、
両
氏
を
適
任
と
認

め
推
薦
す
る
こ
と
を
決
定
し
ま

し
た
。 人

事

監
査
委
員
に

松
浦
常
雄
議
員

人
権
擁
護
委
員
に

畑
善
徳
氏
、
阿
部

博
氏
を
再
任

松浦常雄議員

　
６
月
19
日
、
福
島
県
町
村
議
会
議
長
会
よ
り
、
前
議
長

の
八
島
博
正
議
員
に
こ
れ
ま
で
議
長
会
会
長
、
副
会
長
を

務
め
た
こ
と
に
対
し
て
感
謝
状
が
贈
ら
れ
、
６
月
定
例
会

の
席
上
で
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。

福島県町村議会議長会より感謝状

保
育
所
と
の
交
流
で
ま
す
ま
す
元
気
に

�

（
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
）
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（
佐
藤
定
男
議
員
）

　

県
北
中
学
校
の
外
壁

改
修
工
事
で
総
額
１
億
４
０
０

万
円
ほ
ど
計
上
さ
れ
て
い
る

が
、
業
者
の
選
定
や
工
期
、
外

壁
改
修
の
範
囲
は
。

　

工
期
は
授
業
に
差
し

さ
わ
り
の
な
い
よ
う
今

年
の
夏
休
み
か
ら
来
年
の
８
月

の
夏
休
み
ま
で
と
考
え
て
い

る
。
改
修
範
囲
は
校
舎
の
全
体

と
な
る
。
な
お
、
業
者
に
つ
い

て
は
こ
れ
か
ら
入
札
を
行
っ
て

決
定
す
る
。

（
渡
辺
勝
弘
議
員
）

　

美
術
室
前
の
廊
下
で

雨
漏
り
が
ひ
ど
い
と
聞
い
た

が
、
今
回
の
改
修
工
事
は
屋
根

も
対
象
と
な
る
の
か
。

　

美
術
室
の
あ
る
１
階

の
屋
根
の
改
修
も
併
せ

て
考
え
て
い
る
。

（
阿
部
泰
藏
議
員
）

　

義
経
ま
つ
り
な
ど
ま

ち
づ
く
り
事
業
委
託
料
５
７
０

万
円
は
、
当
初
予
算
編
成
時
点

で
は
計
上
で
き
な
か
っ
た
の

か
。

　

県
の
新
規
事
業

の
発
表
が
今
年
３

月
に
入
っ
て
か
ら
の
も
の
だ
っ

た
た
め
、
当
初
予
算
編
成
時
点

で
は
計
上
で
き
ず
今
回
補
正
し

た
も
の
で
あ
る
。

（
阿
部
泰
藏
議
員
）

　

今
回
大
幅
に
予
算
が

増
額
さ
れ
た
の
は
な
ぜ
か
。

　

県
の
事
業
「
み

ら
い
を
描
く
市
町

村
等
支
援
事
業
」
の
助
成
金
を

利
用
し
、
町
民
の
元
気
を
取
り

戻
す
事
業
、
合
併
60
周
年
の
記

念
事
業
と
し
て
義
経
ま
つ
り
や

ふ
る
さ
と
ま
つ
り
な
ど
の
事
業

費
分
の
増
額
で
あ
る
。

　

平
成
27
年
度
補
正
予
算
の
う
ち
、
一
般
会
計
（
第
１
号
）
で
は
、

７
８
５
３
万
円
を
増
額
し
、
予
算
総
額
１
１
３
億
８
５
３
万
円
と

す
る
こ
と
を
全
員
賛
成
で
可
決
し
ま
し
た
。

　

主
な
増
額
は
、
県
北
中
学
校
の
外
壁
の
改
修
５
２
１
７
万
円
に

よ
る
も
の
で
、
そ
の
財
源
は
お
も
に
補
助
金
や
町
債
（
借
金
）
で
ま

か
な
い
ま
す
。

平
成
27
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

平成27年度一般会計
補正予算（第１号）のおもな内容

【おもな事業】
◦県北中学校外壁の改修� 5217万円
◦災害救助に関する貸付金の返済� 900万円
◦義経まつりなどまちづくり事業のための委託料
� 570万円
◦ふるさとまつり事業のための補助金� 300万円
◦1000年のまち。これから100年のまちづくり事業の
　ための補助金� 100万円
◦その他（国勢調査に関する委託料など）� 766万円
� 計　7853万円
【おもな財源】
◦地方交付税� 122万円
◦国・県からの補助金� 2016万円
◦前年度からの繰越金� 1105万円
◦町債（県北中学校外壁改修のための借金）� 3600万円
◦その他（県の新規事業による助成金など）� 1010万円
� 計　7853万円

疑疑

質質
県
北
中
学
校
外
壁

改
修
工
事
の
範
囲
・

内
容
は

改
修
工
事
は
屋
根
も

対
象
に
な
る
か

ま
ち
づ
く
り
事
業
に

要
す
る
委
託
料
大
幅

増
の
理
由
は

県
北
中
学
校
の
外
壁
等
を
改
修

改
修
費
用
５
２
１
７
万
円
を
計
上

問

問

問

問

企
画
情
報

課
　
　
長

企
画
情
報

課
　
　
長

教
育
次
長

教
育

次
長

校庭から見た県北中学校
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町長の行政報告
■東日本大震災からの早急な復旧・復興
◦住宅・宅地除染の除染完了戸数は、2,771戸（7月15
日現在）。平成27年度実施分の約330戸についても既に
発注され、仮置き場も藤田地内に1か所確保し、全体で
11か所となった。道路除染については、221路線、約
72.8kmを発注。
◦ホールボディカウンターによる内部被ばく検査は、中
学生が終了。6月末から国見小学校の児童、7月からは4
歳児未満と保護者、幼稚園児や高校生を対象に検査を実
施。一般希望者の検査も進める。
◦ガラスバッジによる外部被ばく量の測定は、中学生以
下と一般希望者を対象に8月から3か月間での実施を予定。
◦県北浄化センターの仮設汚泥乾燥施設では、6月1日か
ら乾燥汚泥の飯館村への搬出が始まり、平成29年3月末
までに全量搬出する予定。
◦役場新庁舎は、5月に開庁式と合併60周年記念式典を
開催。
◦文化センターホールの復旧については、観覧席後部付
近の支柱にゆがみと損傷があったものの、修復可能との
調査結果があり、早期に復旧を進める。

■安全安心な町政の実現
◦空き家・空地対策では、検討委員会を設置し、空き家対
策と空地の活用促進を図るため、計画づくりを行う予定。
◦町は平成27年6月1日午前0時をもって交通死亡事故ゼ
ロ4000日を達成した。

■活力ある町政の実現
◦道の駅（交流の場）の整備にかかる造成工事を6月に開

始し、10月の完了に向けて進めている。施設の管理・運
営をする「国見まちづくり株式会社」の登記が3月26日に
完了。道の駅出荷組合については3月に設立総会を開催し、
現在約230名の組合員が参加。「くにみ市場」は7月4日に
初開催。12月までに計12回開催される。
◦まちづくり推進事業では、本年は60周年記念事業とし
て、9月20日に20回目の開催となる義経まつりを元気・
活力事業のメイン事業としている。

■思いやりのある町政の実現
◦廃校利用では、旧大木戸小学校について文化財の展示
資料室や収蔵施設として活用できるよう文化庁と協議中。
◦くにみももたん広場は、5月22日現在で延べ入場者数
6万人を突破。

■町の継続的な維持発展
◦「まち・人・しごと創生総合戦略」の策定については、6
月に有識者会議を開催した。また、7月に地域経済の循
環や消費喚起のためにプレミアム商品券を販売。
◦「国見町歴史まちづくり計画」は、下二重堀地区の整備
について具体的な検討を進めるほか、パンフレット作成
やＰＲに努めるとともに、歴史的建造物の調査などの取
り組みを進める。
◦クリーンアップ作戦は、地域の美化活動を再開するた
め、4年ぶりに7月5日に実施。
◦「国見学園コミュニティ・スクール委員会」は、5月20
日に今年度第1回の委員会を開催し、意見交換を行った。

「住みやすくなったと言われるまちづくりを」

◦議長・副議長選挙で白票１票、無効票２票だっ
たのは非常に残念。町民の代表である方々なの
で意志をはっきりとしてほしい。�（60代・女性）
◦マイクの使い方が良くない人がいて良く聴き取
れなかった。� （80代・女性）
◦傍聴席の防護ガラスをもう少し高くすれば傍聴
しやすい。� （60代・女性）
◦傍聴席から議員の行動が良く見えない。町関係
者と議員席を替えられないか。�（60代・男性）
◦単なる給料取りにならず、まず町民第一の心を
忘れず、本当に住みやすくなったと言われる町
づくりをしてほしい。� （60代・女性）
◦議場に時計を設け、国旗や町旗を掲げてはどう
か。� （60代・男性）

◦議会開会時間を９時または９時半にしてはどう
か。� （60代・男性）
◦あまり町民は議会運営に興味を持たないのかと
感じた。� （60代・女性）
◦内容をもっと調べてから質問してほしい。
� （70代・女性）
◦答弁者の言葉遣いが丁寧でわかりやすく良かっ
た。このようにアンケートを取ったことも大変
良いと思う。� （70代・女性）
◦議員は積極的に弱い立場の町民に寄り添うこと
が大切だと思う。� （70代・女性）
◦発言するまでの呼名と名乗りが国会の真似なの
かくどくて長い。� （男性）

　６月議会を傍聴したみなさんからアンケートによりたくさんの意見をいただ
きました。

傍聴者からの

声
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意見書 ６月定例会では意見書２件を全員賛成で可決し、国など関係機関へ送
付しました。

陳情みなさんからの

可
決

東日本大震災によって経済的に困窮している家庭
の子どもたちの就学・修学を保障するため、平成28
年度以降も全額国費での支援を継続するよう要望
するもの。

「被災児童生徒就学支援等事業
交付金」による就学支援事業の
継続を求める意見書

可
決

平成28年度の政府予算、地方財政の検討にあたり、
歳入・歳出を的確に見積り、人的サービスとしての
社会保障予算の充実、地方財政の確立をめざすよう
求めるもの。

地方財政の充実・強化を求める
意見書

６月定例会では陳情６件を常任委員会で審査し、結果は以下のとおりとなりました。
陳　　情 提 出 者 結果

「被災児童生徒就学支援等事業交付金」によ
る就学支援事業の継続を求める陳情書

福島県教職員組合
　中央執行委員長　角田　政志
福島県教職員組合　伊達支部
　支部長　酒井　克幸

採択
（全員賛成）

「集団的自衛権」行使を具体化する「安全保
障法案」に反対する意見書提出を求める陳情
書

全日本年金者組合
福島県本部　伊達支部
　支部長　菅野　顕光

不採択
（採択に賛成１、
採択に反対10）

「平和安全法制整備法」「国際平和支援法」案
の廃案を求める意見書についての陳情

新日本婦人の会　伊達支部
　代表　堀江　ミヨ子

「平和安全法制整備法」「国際平和支援法」案
のすみやかな廃案を求める意見書についての
陳情

憲法九条を守るだて女性の会
　代表　若狭　百合子

安全保障関連２法案（国際平和支援法案、平
和安全法制整備法案）の廃案を求める意見
書に関する陳情

原水爆禁止福島県協議会
　代表理事　二階堂　次男

法案の内容は違憲であるとの見解もあり、町民の安心安
全を守る地方公共団体の公益に関する事件として採択す
るべき。

国会で審議中の案件であり、国会での十分な審議を待
たずに町議会で検討することは馴染まないため、不採択
とするべき。

地方財政の充実・強化を求める意見書提出の
陳情について

自治労国見町職員労働組合
　執行委員長　中條　伸喜

採択
（全員賛成）

採択に賛成 浅野 富男議員 採択に反対 八島 博正議員

※議長は採決に参加しない。
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一
般
質
問
と
は
、
議
員
が
町
政
全
般
に
わ
た
り
執

行
状
況
や
将
来
に
対
す
る
方
針
な
ど
、
諸
問
題
に
つ

い
て
質
問
を
行
い
、
政
治
姿
勢
を
明
ら
か
に
す
る
も

の
で
す
。

議員 質問事項 ページ

佐藤　定男 児童数減少によるスクールバス運行の問題を解決せよ 10

井砂　善榮
東北本線の増発や運行時間調整を望む声への対応は

11
光明寺地区のほ場整備はもう行わないのか

阿部　泰藏 歴史を活かしたまちづくりを継承していくための
取り組みは 12

松浦　常雄 道の駅の目玉となるような物品販売は 13

村上　正勝

県北流域下水道施設の汚泥流出可能性への対策は

14町の人口減少への対策は

観光促進への取り組みは

渡辺　勝弘
生活環境の変化に対応できる保育を

15
法改正で介護待機者が増えるのでは

浅野　富男
一貫校教育を進めることでの影響は

16
公共施設の除去土壌の処理方法は

町
政
を
問
う
一般
質問

６
月
定
例
会

～7人の議員が登壇し、活発な議論を展開～

質問、答弁は要約して掲載しています。会議録全文は、町議会ホームページに
掲載予定です。［http://www.town.kunimi.fukushima.jp/groups/gikai/］

国見町議会ホームページ 会議録検索システム 会議録検索システムへ会議録検索➡ ➡ ➡
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町政を問う 一般 質問

　

今
後
児
童
数
の

減
少
傾
向
は
避
け

ら
れ
な
い
問
題
で
あ
る
。

　

ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
集
合

場
所
を
旧
小
学
校
に
す

れ
ば
い
ろ
い
ろ
な
問
題
が

す
っ
き
り
す
る
の
で
は
。

　

ス
ク
ー
ル

バ
ス
の
運
行

に
つ
い
て
は
、
小
学
校
新

設
開
校
準
備
委
員
会
や
保

護
者
、各
地
区
の
代
表
者
、

学
校
関
係
者
な
ど
に
よ
る

検
討
委
員
会
で
決
定
し
た

経
緯
が
あ
る
。
安
全
確
保

を
第
一
に
、
通
学
時
間
や

利
便
性
な
ど
時
間
を
か
け

て
慎
重
に
総
合
的
に
検
討

し
て
い
く
。

児
童
に
つ
い
て
バ
ス
を
利

用
し
た
い
と
い
う
要
望
が

あ
っ
た
と
聞
く
が
、
ど
う

な
っ
て
い
る
か
。

　

ス
ク
ー
ル

バ
ス
に
つ
い

て
は
、
国
見
小
学
校
新
設

開
校
準
備
委
員
会
で
話
し

合
わ
れ
た
結
果
に
基
づ
い

て
運
行
し
て
い
る
も
の
。

藤
田
地
区
で
や
や
遠
距
離

の
子
ど
も
も
い
る
が
、
現

在
は
最
初
の
約
束
で
の
運

行
と
な
っ
て
い
る
。

　

大
震
災
後
、
児

童
の
運
動
能
力
の

低
下
や
、
肥
満
傾
向
が
あ

る
と
い
う
調
査
報
告
が
あ

る
が
、
バ
ス
に
よ
る
通
学

と
の
因
果
関
係
は
。

　

因
果
関
係

は
な
い
と
は

言
い
切
れ
な
い
が
、詳
し
い

調
査
デ
ー
タ
は
な
い
の
で

正
確
な
結
論
を
出
す
こ
と

は
困
難
で
あ
る
。

２
便
で
運
行
し
て
い
る
。

　

各
地
区
の
集
合

場
所
は
何
か
所
あ

る
の
か
。

　

集
合
場
所
は
小

坂
３
か
所
、
森
江

野
６
か
所
、
大
木
戸
５
か

所
、
大
枝
４
か
所
の
計
18

か
所
と
な
っ
て
い
る
。

　

こ
れ
ま
で
バ
ス

の
運
行
ル
ー
ト
を

変
更
し
た
こ
と
は
あ
る
か
。

　

平
成
27
年
３

月
、
児
童
数
の
減

少
に
よ
り
変
更
し
て
い
る
。

　

藤
田
地
区
で
遠

く
か
ら
通
学
す
る

　

バ
ス
の
台
数
は

６
台
、
ル
ー
ト
は

６
ル
ー
ト
で
運
行
し
て
い

る
。
登
校
時
は
始
発
が
７

時
20
分
か
ら
25
分
頃
、
国

見
小
学
校
着
が
７
時
45
分

で
乗
車
時
間
は
20
分
程
度

と
な
っ
て
い
る
。
下
校
時

は
学
年
や
曜
日
に
よ
っ
て

時
間
が
異
な
る
た
め
、
原

則
と
し
て
、
国
見
小
発
が

14
時
15
分
と
15
時
50
分
の

　

小
学
校
が
統

合
さ
れ
て
ス
ク
ー

ル
バ
ス
の
利
用
が
始
ま
っ

て
か
ら
３
年
が
経
過
し
、

児
童
数
の
減
少
に
よ
る
ス

ク
ー
ル
バ
ス
の
路
線
変
更

な
ど
対
応
す
べ
き
問
題
も

発
生
し
て
き
て
い
る
。

　

現
在
の
バ
ス
の
運
行
台

数
、
各
地
区
運
行
ル
ー
ト

の
送
迎
時
間
は
。

教
育
長

教
育
長

教
育
長

佐藤定男議員

問

問問問

問

問

Q
児
童
数
減
少
に
よ
る
ス
ク
ー
ル
バ
ス

運
行
の
問
題
を
解
決
せ
よ

A
安
全
確
保
を
第
一
に
慎
重
に
検
討
し
て
い
く

毎朝スクールバスで通学する子どもたち

教
育
次
長

教
育
次
長

教
育

次
長
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東
北
本
線
列
車

の
増
発
や
運
行
時

間
の
間
隔
の
調
整
を
望
む

声
が
あ
る
が
、
町
と
し
て

の
対
応
は
。

　

町
に
藤
田
駅
と

貝
田
駅
が
あ
り
、

交
通
の
利
便
性
が
高
い

が
、
藤
田
駅
の
乗
降
客
数

は
１
日
平
均
１
４
０
０
人

前
後
で
多
い
と
は
言
え
な

い
状
況
で
あ
る
。
そ
の
よ

う
な
中
で
Ｊ
Ｒ
東
日
本
か

ら
、「
利
用
者
も
横
ば
い
で

あ
り
、
増
発
は
難
し
く
利

用
状
況
に
応
じ
て
編
成
し

て
い
く
」
と
の
回
答
だ
っ

た
。
東
北
本
線
の
果
た
す

公
共
交
通
と
し
て
の
使
命

や
町
民
の
利
便
性
を
は
か

る
観
点
か
ら
、
引
き
続
き

列
車
増
発
な
ど
の
要
望
を

し
て
い
き
た
い
。

　

藤
田
駅
前
の
町

内
名
所
旧
跡
な
ど

の
案
内
立
て
看
板
が
見
づ

ら
い
と
の
声
が
あ
る
が
、

塗
り
替
え
は
で
き
な
い
か
。

　

全
体
的
に

色
が
抜
け
て

き
て
い
る
状
況
は
把
握
し

て
い
る
。
今
年
度
、
地
方

創
生
先
行
事
業
と
し
て
看

板
や
案
内
表
示
、パ
ッ
ケ
ー

ジ
な
ど
を
統
一
感
の
あ
る

デ
ザ
イ
ン
に
ま
と
め
る
こ

と
に
し
て
い
る
。
そ
の
成

果
を
ベ
ー
ス
に
案
内
看
板

な
ど
の
整
備
に
つ
い
て
ブ

ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
の
効
果
や

必
要
性
を
含
め
て
検
討
し

て
い
く
。　

藤
田
駅
前
の
町

の
駅
前
倉
庫
駐
車

場
に
公
営
駐
車
場
の
立
て

看
板
は
設
置
で
き
な
い
か
。

　

町
の
保
存
文
書

を
保
管
す
る
駅
前

倉
庫
と
同
様
に
駐
車
場
も

「
行
政
財
産
」
で
あ
る
。
役

場
の
業
務
に
利
用
す
る
も

の
で
あ
り
、
公
営
駐
車
場

の
看
板
の
設
置
は
馴
染
ま

な
い
。

　
「
通
勤
・
通
学
で
の
使

用
は
ご
遠
慮
願
い
ま
す
」と

の
看
板
は
設
置
し
て
い
る

が
、
今
ま
で
ど
お
り
藤
田

駅
を
利
用
す
る
町
民
に
は

開
放
し
て
い
く
。

　

国
見
イ
ン
タ
ー

チ
ェ
ン
ジ
付
近
に

大
き
な
看
板
を
設
置
し
て

町
を
広
く
宣
伝
し
て
は
ど

う
か
。

　

藤
田
駅
前

の
案
内
立
て

看
板
同
様
、
整
備
に
向
け

て
検
討
し
て
い
く
。

　

光
明
寺
地
区
の

県
営
ほ
場
整
備
推

進
事
業
参
画
に
つ
い
て
、

地
区
の
受
益
者
へ
も
う
一

歩
踏
み
込
ん
で
説
明
会
な

ど
を
開
く
予
定
は
。

　

県
営
ほ
場

整
備
事
業

は
、
国
に
お
け
る
事
業
採

択
ま
で
に
最
低
２
年
か
ら

３
年
の
準
備
期
間
が
必
要

で
あ
る
。
採
択
の
前
提
と

な
る
調
査
が
平
成
26
年
度

ま
で
に
終
了
し
て
い
る
こ

と
、
今
回
の
事
業
は
放
射

能
物
質
汚
染
対
策
か
ら
の

復
興
事
業
で
あ
り
平
成
32

年
度
ま
で
の
期
間
限
定
で

本
年
中
の
国

へ
の
申
請
が

必
要
な
こ
と

な
ど
か
ら
、

今
回
の
事
業

に
再
度
光
明

寺
地
区
を
加

え
る
こ
と
は

不
可
能
で
あ

り
、
現
段
階

で
新
た
に
説

明
会
を
開
催

す
る
予
定
は

な
い
。

井砂善榮議員

問

問

問

問

問

町
長 Q

東
北
本
線
の
増
発
や
運
行
時
間
調
整

を
望
む
声
へ
の
対
応
は

A
町
民
の
利
便
性
を
は
か
る
観
点
で
引
き
続
き

要
望
し
て
い
く

藤
田
駅
前
の
観
光
案
内
看
板

光
明
寺
地
区
の

ほ
場
整
備
は
も
う

行
わ
な
い
の
か

企
画
情
報

課
　
　
長

企
画
情
報

課
　
　
長

産
業
振
興

課
　
　
長

総
務
課
長
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旧
大
木
戸

小
学
校
に
つ

い
て
「
歴
史
」
を
キ
ー
ワ
ー

ド
に
文
化
財
の
保
存
展
示

と
情
報
発
信
の
機
能
、
交

流
の
場
と
し
て
の
機
能
を

盛
り
込
み
、
平
成
26
年
度

に
実
施
設
計
を
完
了
し
た
。

　

改
修
面
積
は
１
階
部
分

の
３
５
０
㎡
、
整
備
の
費

用
は
５
０
０
０
万
円
と
見

込
ん
で
い
る
。
財
源
は
歴

史
ま
ち
づ
く
り
計
画
の
一

環
で
文
化
庁
の
補
助
を
受

け
る
べ
く
協
議
を
し
て
い

る
。
管
理
運
営
に
つ
い
て

は
今
後
具
体
的
に
検
討
を

進
め
る
。

　

歴
史
や
歴
史
的

芸
能
を
活
か
し
た

ま
ち
づ
く
り
を
地
域
で
守

り
後
世
に
継
承
す
る
こ
と

が
我
々
の
果
た
す
役
割
だ

と
思
う
。

　

町
と
し
て
の
今
後
の
取

り
組
み
を
伺
う
。

　

今
年
度
か
ら
計

画
期
間
の
10
年
間

の
中
で
国
や
県
の
支
援
も

受
け
な
が
ら
様
々
な
事
業

に
取
り
組
む
。

　

ハ
ー
ド
事
業
で
は
、
特

に
下
二
重
堀
地
区
で
は
防

塁
と
中
尊
寺
蓮
な
ど
歴
史

公
園
と
し
て
整
備
を
図
る

こ
と
と
し
て
い
る
。

　

ソ
フ
ト
事
業
で
は
、
無

形
民
俗
文
化
財
の
学
術
的

な
記
録
・
保
存
、
調
査
事

業
の
実
施
、
教
育
委
員
会

と
連
携
し
て
歴
史
読
本
の

副
教
材
の
作
成
、
道
の
駅

を
核
と
す
る
交
流
の
場
の

歴
史
情
報
コ
ー
ナ
ー
で
の

歴
史
の
案
内
人
や
歴
史
観

光
ガ
イ
ド
の
育
成
に
も
取

り
組
む
。

　

町
並
み
も

町
民
共
有
の

財
産
と
考
え
て
お
り
、
後

世
に
伝
え
る
た
め
の
景
観

計
画
の
策
定
も
し
て
い
る
。

　

町
並
み
は
文
化
で
あ
る

こ
と
の
啓
蒙
啓
発
と
趣
旨

の
理
解
へ
向
け
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
。

　

歴
史
的
財
産
と

し
て
の
古
民
家
の

建
て
替
え
や
リ
フ
ォ
ー
ム

に
は
助
成
は
あ
る
の
か
。

　

10
年
間

の
計
画
の
中

で
、
該
当
す
る
建
物
の
数

や
修
繕
の
頻
度
を
踏
ま
え

て
の
検
討
を
行
う
。

　

旧
大
木
戸
小

学
校
の
歴
史
文
化

の
収
蔵
・
保
管
・
展
示
施

設
と
し
て
の
整
備
に
つ
い

て
、施
設
面
積
や
整
備
費
、

案
内
人
に
つ
い
て
は
ど
う

な
っ
て
い
る
の
か
。

　

計
画
の
情

報
発
信
拠

点
と
し
て
位
置
づ
け
て
い

る
道
の
駅
へ
の
補
助
率
が

40
％
か
ら
45
％
に
か
さ
上

げ
さ
れ
、
文
化
遺
産
の
記

録
保
存
や
調
査
な
ど
に
文

化
庁
の
補
助
が
採
択
さ
れ

た
。

　

最
大
の
メ
リ
ッ
ト
は
策

定
を
通
じ
て
町
に
は
様
々

な
「
た
か
ら
も
の
」
が
あ
る

こ
と
が
共
有
で
き
た
こ
と
。

　

今
ま
で
景
観
保

全
に
対
し
て
住
宅

の
売
買
や
改
築
の
基
準
が

な
か
っ
た
。

　

計
画
を
達
成
す
る
た
め

に
基
準
を
設
け
る
考
え
は

あ
る
の
か
。

来
を
み
ん
な
で
つ
く
り
、

町
の
歴
史
や
伝
統
を
末
永

く
維
持
発
展
さ
せ
る
た
め

に
策
定
し
、
国
か
ら
認
定

を
い
た
だ
い
た
。

　

　

計
画
の
認
定
を

受
け
た
こ
と
で
の

町
事
業
へ
の
メ
リ
ッ
ト
は
。

　

町
歴
史
的
風
致

維
持
向
上
計
画
に

つ
い
て
、
計
画
の
策
定
に

至
っ
た
経
緯
は
。

　

歴
史
的
風
致
維

持
向
上
計
画
は
、

単
に
東
日
本
大
震
災
前

の
状
態
に
戻
す
の
で
は
な

く
、
こ
れ
を
機
に
新
し
い

町
を
再
生
し
、
国
見
の
未

町
長

町
長

阿部泰藏議員

問

問

問

問

問

問

Q
歴
史
を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
を

継
承
し
て
い
く
た
め
の
取
り
組
み
は

A
計
画
期
間
の
10
年
間
の
中
で
歴
史
公
園
の

整
備
や
人
材
育
成
な
ど
に
取
り
組
む

企
画
情
報

課
　
　
長

企
画
情
報

課
　
　
長

企
画
情
報

課
　
　
長

企
画
情
報

課
　
　
長

文
化
財
に
触
れ
て
歴
史
探
検

�

（
国
見
小
6
年
生
）
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平
成
28
年
度

の
オ
ー
プ
ン
を
目

指
し
て
土
地
の
造
成
が
進

ん
で
い
る
道
の
駅
に
つ
い

て
、
建
物
の
建
設
は
い
つ

ご
ろ
始
ま
り
、
完
成
は
い

つ
の
予
定
か
。

　

道
の
駅
を
核
と

し
た
交
流
の
場
の

造
成
工
事
は
、
５
月
の
連

休
明
け
か
ら
本
格
的
な
工

事
に
入
っ
た
。

　

建
物
の
建
築
工
事
に
つ

い
て
は
、
造
成
工
事
完
了

に
合
わ
せ
て
発
注
が
で
き

る
も
の
と
考
え
て
お
り
、

平
成
28
年
度
中
の
オ
ー
プ

ン
に
向
け
て
鋭
意
作
業
を

進
め
て
い
き
た
い
。

　

農
産
物
等
生
産

物
出
荷
組
合
に
は

具
体
的
に
は
ど
の
よ
う
な

品
目
の
部
会
が
あ
る
の
か
。

　

出
荷
組
合

は
、
本
部
と

品
目
別
部
会
か
ら
成
り
、

品
目
別
部
会
は
米
、野
菜
、

果
樹
、花
き
、加
工
食
品
、

手
工
芸
品
、特
産
品
と
い
っ

た
７
つ
の
部
会
に
分
か
れ

て
い
る
。　

年
間
を
通
し
て

品
物
を
途
切
れ
な

く
出
荷
す
る
た
め
の
工
夫

は
。

　

消
費
者
へ

の
農
産
物
の

安
定
的
な
供
給
と
出
荷
者

に
対
す
る
再
生
産
可
能
な

価
格
維
持
は
直
売
所
運
営

の
最
も
重
要
な
こ
と
で
あ

る
。
開
業
か
ら
数
年
は
ま

ち
づ
く
り
会
社
が
市
場
か

ら
仕
入
れ
て
販
売
し
た
り

出
荷
組
合
に
よ
る
自
主
的

な
出
荷
調
整
な
ど
も
あ
り

得
る
も
の
と
想
定
し
て
い

る
。　

　

道
の
駅
の
目
玉

と
な
る
よ
う
な
物

品
の
販
売
は
考
え
て
い
る

の
か
。

　

今
考
え
て

い
る
の
は
、

町
の
農
産
物
や
商
品
を
大

切
に
し
磨
き
上
げ
を
行
っ

て
販
売
展
開
す
る
方
法
、

全
国
的
に
認
知
さ
れ
ブ
ラ

ン
ド
と
し
て
確
立
し
て
い

る
商
品
を
直
接
仕
入
れ
て

販
売
す
る
方
法
の
２
つ
。

現
在
、「
国
見
ら
し
さ
」と
上

手
に
マ
ッ
チ
す
る
も
の
は

ど
の
よ
う
な
も
の
か
検
討

し
て
い
る
。

　

コ
ン
ビ
ニ
な
ど

の
導
入
計
画
は
。

　

要
望
を

真
摯
に
受
け

止
め
、
柔
軟
な
店
舗
運
営

に
理
解
を
示
し
た「
ミ
ニ
ス

ト
ッ
プ
株
式
会
社
」と
ま
ち

づ
く
り
会
社
と
の
間
で
フ

ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
契
約
を
締

結
し
た
。

松浦常雄議員

問

問

問

問問

町
長 Q

道
の
駅
の
目
玉
と
な
る
よ
う
な

物
品
販
売
は

A
国
見
ら
し
さ
と
マ
ッ
チ
す
る
も
の
を
検
討

初
開
催
で
大
盛
況
の
く
に
み
市
場

ま
ち
づ
く
り

交
流
課
長

ま
ち
づ
く
り

交
流
課
長

ま
ち
づ
く
り

交
流
課
長

ま
ち
づ
く
り

交
流
課
長

上手に採れたかな？（国見小桃の学習）
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時
間
延
長
、
婚
活
事
業
に

対
す
る
支
援
な
ど
を
行
っ

て
き
た
。
今
後
、
国
見
型

の
よ
り
効
果
的
な
人
口
減

少
、
少
子
高
齢
化
に
対
す

る
具
体
策
を
検
討
し
た
い
。

　

空
き
家
対
策
を

兼
ね
て
都
市
部
か

ら
の
人
口
の
流
入
を
図
る

な
ど
、
国
見
に
住
み
た
い

と
思
わ
れ
る
ま
ち
づ
く
り

へ
の
具
体
的
な
施
策
が
あ

る
か
伺
う
。　

空
き
家

対
策
に
つ
い

て
は
昨
年
の

実
態
調
査
で

ベ
ー
ス
が
で

き
た
。
検
討

委
員
会
が
立

ち
上
が
り
７

月
か
ら
有
識

者
会
議
も
開

か
れ
て
い
る

の
で
、
具
体

的
な
議
論
は

こ
れ
か
ら
行
っ
て
い
く
。

　

い
か
に
産
業
振
興
や
地

域
づ
く
り
に
活
か
す
か
が

町
に
課
せ
ら
れ
た
重
要
な

課
題
で
あ
る
。
地
域
振
興

の
観
点
か
ら
し
っ
か
り
対

応
し
て
い
き
た
い
。

　

国
見
サ
ー
ビ
ス

エ
リ
ア
下
の
阿
津

賀
志
山
防
塁
を
眺
め
る
施

設
の
整
備
を
行
う
予
定
は

あ
る
か
。

　

阿
津
賀

志
山
防
塁
の

保
存
活
用
に
つ
い
て
は
、

現
在
行
っ
て
い
る
発
掘
調

査
を
踏
ま
え
た
上
で
、
周

辺
環
境
を
含
め
て
一
体
的

な
整
備
を
推
進
す
る
こ
と

に
し
て
い
る
。
質
問
の
国

道
４
号
線
北
側
の
地
区
で

も
、
今
後
ガ
イ
ダ
ン
ス
広

場
な
ど
の
整
備
を
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

現
在
、
町
の
人

口
は
９
４
０
０
人

程
度
と
毎
年
減
少
し
て
い

る
。
高
齢
化
率
が
35
％
を

超
え
、
14
歳
以
下
の
年
少

人
口
も
減
少
し
続
け
て
お

り
、
町
と
し
て
も
非
常
に

重
要
な
課
題
と
認
識
し
て

い
る
。

　

魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く

り
の
た
め
の
元
気
活
力
事

業
の
実
施
や
、
少
子
化
対

策
と
し
て
の
放
課
後
児
童

ク
ラ
ブ
や
預
か
り
保
育
の

れ
出
す
恐
れ
が
あ
る
。
そ

の
対
策
は
。　

県
か
ら
は

施
設
内
の
雨

水
排
水
対
策
と
し
て
毎
分

80
ト
ン
の
排
水
能
力
の
あ

る
ポ
ン
プ
を
２
台
設
置
し

て
い
る
と
の
報
告
が
あ
る
。

町
と
し
て
も
今
後
も
引
き

続
き
万
全
な
対
策
並
び
に

緊
急
時
の
体
制
を
講
じ
る

よ
う
求
め
て
い
く
。

　

町
の
人
口
の
減

少
が
進
ん
で
い
る

が
、
町
と
し
て
具
体
的
な

対
策
は
あ
る
の
か
。

搬
出
が
始
ま
り
、
26
日
ま

で
に
ド
ラ
ム
缶
１
１
１
５

本
分
、
70
・
６
ト
ン
ほ
ど

が
搬
出
さ
れ
、
乾
燥
前
の

重
量
で
約
４
４
６
ト
ン
の

汚
泥
が
処
理
さ
れ
た
。

　

県
北
流
域
下
水

道
施
設
は
低
地
に

造
ら
れ
て
お
り
、
大
雨
の

と
き
の
浸
水
で
汚
泥
が
流

　

県
北
流
域
下
水

道
施
設
敷
地
内
に

堆
積
し
て
い
る
下
水
汚
泥

は
現
在
ど
の
程
度
の
搬
出

量
か
。

　

汚
泥
の

減
容
化
が

始
ま
る
ま
で
約
２
万
５
０

８
０
ト
ン
保
管
さ
れ
て
い

た
。
６
月
１
日
か
ら
場
外

村上正勝議員

問

問

問

問

問

Q
県
北
流
域
下
水
道
施
設
の
汚
泥
流
出

可
能
性
へ
の
対
策
は

A
今
後
も
対
策
や
緊
急
時
の
体
制
を
講
じ
る

よ
う
求
め
る

上
下
水
道

課
　
　
長

上
下
水
道

課
　
　
長

企
画
情
報

課
　
　
長

町
長

町
長

町
の
人
口
減
少
へ
の

対
策
は

観
光
促
進
へ
の

取
り
組
み
は

県
北
浄
化
セ
ン
タ
ー
で
汚
泥
乾
燥
施
設
の
説
明

を
受
け
る
議
員
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生
活
の
実
態
や
意
向
を
把

握
し
、
適
切
な
サ
ー
ビ
ス

提
供
に
つ
な
げ
て
支
援
に

努
め
て
い
き
た
い
。

　

介
護
保
険
法
の

改
正
に
よ
り
、
施

設
に
入
れ
な
い
介
護
待
機

者
が
増
え
る
の
で
は
な
い

か
。

　

介
護
保

険
法
の
改
正

で
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
に
は
原
則
と
し
て
要
介

護
３
以
上
の
方
の
み
の
入

所
と
な
っ
た
。
在
宅
で
介

護
を
受
け
る
重
度
の
入

所
待
機
者
が
多
数
い
る
た

め
、
優
先
的
に
入
所
で
き

る
よ
う
な
見
直
し
が
あ
っ

た
た
め
で
、
待
機
者
が
増

え
る
こ
と
に
は
な
ら
な
い

と
考
え
て
い
る
。

幼
児
教
育

課
　
　
長

　

保
育
所
の
利
用

者
で
育
児
休
業
取

得
中
の
方
の
利
用
は
引
き

続
き
可
能
な
の
か
。

　

育
児
休
業

中
で
あ
っ
て

も
、
保
護
者
の
健
康
状
態

や
子
ど
も
の
発
育
上
環
境

の
変
化
が
望
ま
し
く
な
い

と
児
童
福
祉
の
観
点
か
ら

町
が
認
め
た
と
き
に
は
引

き
続
き
利
用
が
可
能
で
あ

る
。

　

子
ど
も
は
親
と

一
緒
に
生
活
す
る

の
が
一
番
幸
せ
で
あ
る
と

の
考
え
も
あ
る
が
、
生
活

環
境
も
変
化
し
そ
の
考
え

方
も
変
え
る
べ
き
だ
と
思

う
。

　

そ
の
点
に
つ
い
て
の
考

え
を
伺
う
。

　

　

子
ど
も
は

親
と
生
活
す

る
こ
と
が
大
切
で
あ
り
保

護
者
が
子
育
て
の
第
一
義

的
責
任
を
有
す
る
こ
と
に

変
わ
り
は
な
い
が
、
状
況

の
変
化
が
あ

る
こ
と
も
確

か
。
町
で
は

待
機
児
童

ゼ
ロ
を
維
持

す
る
な
ど
保

育
の
充
実
を

図
っ
て
い
る
。

　

現
状
の
保

育
で
満
足
度

を
ア
ッ
プ
さ

せ
る
こ
と
が

大
切
で
あ
る
。

　

今
後
の
子
育
て
支
援
を

ど
の
よ
う
に
展
開
し
て
い

く
の
か
。

　

平
成
27
年

３
月
に「
国
見

町
子
ど
も
・
子
育
て
支
援

事
業
計
画
」
を
策
定
し
、

「
地
域
と
と
も
に
、
子
ど
も

が
健
や
か
に
育
つ
、
子
育

て
に
や
さ
し
い
ま
ち
、
国

見
」
を
基
本
理
念
に
子
育

て
支
援
を
実
施
し
て
い
る
。

　

今
後
も
子
育
て
世
代
の

　

民
間
施
設
な
ど

積
極
的
に
誘
致
し

て
早
め
に
状
況
を
打
開
す

べ
き
と
考
え
る
が
、
今
後

の
展
開
は
。

　

民
間
施
設
の

導
入
で
は
、
地
域

密
着
型
の
認
知
症
対
応
グ

ル
ー
プ
ホ
ー
ム
と
特
別
養

護
老
人
ホ
ー
ム
を
１
か
所

ず
つ
整
備
し
、
平
成
29
年

度
に
開
業
す
る
計
画
が
あ

る
。
事
業
を
行
う
民
間
の

社
会
福
祉
法
人
な
ど
を
こ

の
夏
ま
で
に
公
募
し
た
い
。

　

ま
た
、
介
護
予
防
目
的

の
「
元
気
ま
つ
り
」
や
小
坂

く
ら
し
館
で
の
健
康
づ
く

り
を
実
施
し
て
い
る
。

　

既
存
の
事
業
を
効
果
的

に
実
施
し
、
地
域
包
括
ケ

ア
へ
の
積
極
的
な
対
応
、

道
の
駅
を
核
と
し
た
交
流

の
場
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ

ジ
ネ
ス
の
創
設
な
ど
、
高

齢
者
が
い
き
い
き
と
暮
ら

せ
る
や
さ
し
い
町
づ
く
り

を
進
め
て
い
き
た
い
。

渡辺勝弘議員

問

問

問

問

問町
長

Q
生
活
環
境
の
変
化
に
対
応
で
き
る

保
育
を

A
待
機
児
童
ゼ
ロ
を
維
持
し
保
育
の
充
実
を
図
る

教
育
長

教
育
長

法
改
正
で
介
護
待
機

者
が
増
え
る
の
で
は

元
気
な
歌
の
プ
レ
ゼ
ン
ト

�

（
保
育
所
・
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
交
流
）

保
健
福
祉

課
　
　
長
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町政を問う 一般 質問

野積みのままになっている除去土壌

と
で
小
学
校
・
中
学
校
は

単
独
校
と
し
て
存
続
さ
れ

る
か
。

　

こ
の
ま
ま

単
独
校
と
し

て
存
続
す
る
。

　

公
共
施
設
の
除

去
土
壌
は
敷
地
内

に
留
め
置
か
れ
埋
設
や
野

積
み
の
状
態
で
残
っ
て
い

る
。

　

今
後
の
処
理
方
法
は
。

　

国
が
設
置
す
る

中
間
貯
蔵
施
設
に

直
接
搬
入
す
る
こ
と
と
し

て
い
る
が
、
今
年
度
実
施

の
パ
イ
ロ
ッ
ト
輸
送
の
中

で
も
中
間
貯
蔵
施
設
へ
の

搬
出
を
検
討
し
て
い
く
。

　

ま
た
、
町
設
置
の
10
か

所
の
仮
置
き
場
へ
の
搬
入

状
況
も
十
分
に
見
極
め
な

が
ら
、
仮
置
き
場
へ
の
搬

入
が
可
能
か
ど
う
か
も
併

せ
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　

時
間
の
経
過
と

と
も
に
フ
レ
コ
ン

バ
ッ
グ
は
劣
化
が
進
む
と

思
う
が
ど
の
よ
う
に
処
理

す
る
の
か
。　

フ
レ
コ
ン

バ
ッ
グ
は
５

年
程
度
の
保
管
を
考
え
て

輸
送
な
ど
に
も
耐
え
得
る

強
度
・
防
水
性
の
あ
る
も

の
で
あ
る
。
輸
送
の
際
に

状
態
に
つ
い
て
は
十
分
に

確
認
し
て
い
く
。

　

教
育
は
知

識
だ
け
で
な

く
体
の
健
全
な
成
長
や
心

の
成
長
を
図
る
こ
と
が
大

切
。
自
己
有
能
感
は
段
階

に
応
じ
て
達
成
感
や
充
実

感
を
味
わ
え
る
よ
う
な
活

動
を
経
験
さ
せ
る
こ
と
で

得
ら
れ
る
も
の
と
考
え
て

お
り
、
懸
念
さ
れ
て
い
る

影
響
は
生
じ
な
い
と
考
え

て
い
る
。　

今
後
、
児
童
生

徒
が
少
な
く
な
る

と
予
想
さ
れ
る
。

　

一
貫
教
育
を
進
め
る
こ

　

教
育
ビ
ジ
ョ
ン
に
は
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル

制
度
と
保
幼
小
中
一
貫
教

育
の
推
進
の
２
つ
の
柱
を

示
し
て
い
る
。
町
で
は
、

「
め
ざ
す
子
ど
も
像
」
を
共

有
し
な
が
ら
国
見
型
の
連

携
一
貫
教
育
を
さ
ら
に
進

め
て
い
き
た
い
。

　

す
べ
て
の
子
ど

も
た
ち
に
教
育
の

平
等
な
機
会
が
与
え
ら
れ

る
こ
と
が
教
育
基
本
方
針

と
考
え
る
が
、
こ
の
こ
と

は
担
保
さ
れ
て
い
る
の
か
。

　

町
の
幼
小

中
一
貫
教
育

の
推
進
に
あ
た
っ
て
は
、全

国
的
な
教
育
水
準
を
維
持

す
る
と
と
も
に
、
教
育
の

機
会
均
等
を
担
保
し
な
が

ら
進
め
て
い
く
も
の
で
あ

る
。

　

発
達
心
理
学
の

視
点
か
ら
、
や
れ

ば
で
き
る
と
い
っ
た
自
己

有
能
感
が
育
つ
時
期
の
成

長
が
一
貫
校
の
ほ
う
が
劣

る
と
い
う
調
査
結
果
が
あ

る
。

　

一
貫
校
教
育
を
進
め
る

こ
と
で
影
響
が
生
じ
る
こ

と
は
な
い
か
。

　

一
貫
校
教
育
の

方
針
が
導
入
さ
れ

た
理
由
は
。　

保
育
所
か

ら
中
学
校
ま

で
見
通
し
を
持
ち
地
域
ぐ

る
み
で
一
貫
し
た
教
育
を

推
進
す
る
こ
と
で
、
心
豊

か
で
た
く
ま
し
い
子
ど
も

を
育
て
よ
う
と
い
う
町
な

ら
で
は
の
一
貫
教
育
を
ス

タ
ー
ト
さ
せ
た
。

浅野富男議員

問

問

問

問

問

問

Q
一
貫
校
教
育
を
進
め
る
こ
と
で
の
影
響
は

A
心
の
成
長
な
ど
に
懸
念
さ
れ
る
影
響
は
生
じ
な
い

町
長

公
共
施
設
の
除
去

土
壌
の
処
理
方
法
は

教
育
長

教
育
長

教
育
長

教
育
長

原
発
災
害

対
策
課
長
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７
月
17
日
、
桑
折
町
、
川
俣

町
、
国
見
町
の
伊
達
郡
内
３
町

の
議
会
議
員
に
よ
る
第
10
回
伊

達
郡
町
議
会
議
員
大
会
が
「
お

じ
ま
ふ
る
さ
と
交
流
館
」（
旧
川

俣
町
立
小
島
小
学
校
）で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

大
会
で
は
、国
、県
等
関
係
機

関
へ
提
出
す
る
要
望
事
項
７
件

に
つ
い
て
審
議
し
ま
し
た
。
３

町
共
同
提
出
要
望
事
項
と
し

て
、「
有
害
鳥
獣
対
策
の
強
化
」、

本
町
議
会
か
ら
は
桑
折
町
議
会

と
の
共
同
提
案
も
含
め
、「
藤
田

病
院
の
医
師
確
保
」「
国
道
４
号

の
整
備
促
進
と
立
体
横
断
施
設

の
設
置
並
び
に
県
道
の
歩
道
設

置
」「
普
蔵
川
、
滝
川
、
牛
沢
川
の

改
修
促
進
」を
提
出
し
、
す
べ
て

原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、「
東
日
本
大
震
災
及
び

原
子
力
発
電
所
事
故
被
害
か
ら

の
一
日
も
早
い
復
旧
・
復
興
の

推
進
」他
８
事
項
の
早
期
実
現
を

期
す
る
決
議
、「
集
中
復
興
期
間

後
の
復
興
財
源
を
確
実
に
確
保

す
る
と
と
も
に
、
現
行
制
度
及

び
特
例
的
財
政
支
援
措
置
を
継

続
す
る
こ
と
」な
ど
９
事
項
に
関

し
特
段
の
措
置
を
講
じ
る
よ
う

強
く
要
請
す
る
「
東
京
電
力
福

島
第
一
原
子
力
発
電
所
事
故
に

関
す
る
特
別
決
議
」が
可
決
さ
れ

ま
し
た
。
今
後
関
係
機
関
に
強

く
要
望
し
て
い
き
ま
す
。　

　

続
い
て
、「〈
人
口
減
少
問
題
〉

と
〈
地
方
創
生
〉
を
考
え
る
た

め
の
視
点
」
と
題
し
て
、Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
ロ
ー
カ
ル
・
グ
ラ
ン
ド
デ

ザ
イ
ン
理
事
、
坂
本
誠
氏
の
講

演
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。　

　

講
演
の
内
容
は
、
こ
れ
か
ら

の
ま
ち
づ
く
り
に
は
、人
口
を
増

や
す
こ
と
よ
り
も
地
域
の
多
様

な
人
材
を
生
か
し
、地
域
に
「
誇

り
」と「
愛
着
」を
持
て
る
地
域
づ

く
り
が
大
切
で
あ
る
と
い
う
こ

と
で
し
た
。

�

（
報
告
者
　
松
浦
常
雄
）

　

７
月
２
日
、
県
町
村
議
会
議

長
会
主
催
の
新
人
議
員
研
修
会

が
福
島
市
の
杉
妻
会
館
で
開
催

さ
れ
、
町
議
会
か
ら
は
松
浦
和

子
議
員
と
村
上
一
議
員
が
参
加

し
ま
し
た
。

　

研
修
で
は
、
地
方
自
治
法
の

解
説
、
議
員
の
心
構
え
と
議
会

運
営
に
つ
い
て
を
学
び
ま
し
た
。

我
々
新
人
議
員
に
と
っ
て
は
有

意
義
な
研
修
会
で
あ
り
、「
議
員

は
住
民
全
体
の
代
表
で
あ
る
」が

基
本
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

�

（
報
告
者
　
村
上
　
一
）

積
極
的
な
議
員
活
動
で

　
自
治
体
の
振
興
発
展
を

住
民
全
体
の
代
表
と

　
し
て
の
意
識
を
持
つ

※
一
部
事
務
組
合
と
は

　

複
数
の
市
町
村
な
ど
で

行
政
サ
ー
ビ
ス
の
一
部
を
共

同
で
行
う
た
め
に
設
置
す

る
組
織

　

７
月
６
日
、
伊
達
地
方
消
防

組
合
議
会
第
１
回
臨
時
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
庁
舎
解
体
に

よ
る
ア
ス
ベ
ス
ト
調
査
で
判
明

し
た
ア
ス
ベ
ス
ト
除
去
に
と
も

な
う
工
事
費
を
１
６
０
０
万
円

増
額
し
、
予
算
総
額
を
歳
入
歳

出
そ
れ
ぞ
れ
24
億
６
９
０
０
万

円
と
す
る
平
成
27
年
度
一
般
会

計
補
正
予
算
が
審
議
さ
れ
、
原

案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

�

（
報
告
者
　
渡
辺
勝
弘
）

　

７
月
15
日
、
公
立
藤
田
病
院

組
合
議
会
臨
時
会
が
開
催
さ

れ
、議
長
に
東
海
林
一
樹
議
員
が

選
出
さ
れ
ま
し
た
。

�

（
報
告
者
　
佐
藤
定
男
）

ア
ス
ベ
ス
ト
除
去

工
事
費
を
増
額

議
長
に
東
海
林
一
樹

議
員
を
選
出

一※

部
事
務
組
合
報
告

伊
達
地
方
消
防
組
合
議
会

藤
田
病
院
組
合
議
会

伊
達
郡
町
議
会
議
員
大
会

新
人
議
員
研
修
会

町の振興発展に向け、議員も一致団結
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「議員の日頃の活動を
　　　 知りたい」など

議
会
へ
の
意
見
・
要
望

町民の皆さんと意見交換

　

議
会
の
報
告
は
議
会

だ
よ
り
で
町
民
は
周
知

し
て
い
る
の
で
、
常
任
委
員
会

で
ど
の
よ
う
な
活
動
を
し
て
い

る
か
や
研
修
報
告
な
ど
の
場
に

し
て
は
ど
う
か
。

　

議
員
が
常
任
委
員
会

で
ど
の
よ
う
な
活
動
を

し
て
い
る
の
か
町
民
は
知
ら
な

い
と
思
う
の
で
、委
員
会
で
の
視

察
の
内
容
や
活
動
も
報
告
で
き

る
よ
う
検
討
す
る
。

　

藤
田
地
区
以
外
の
報

告
懇
談
会
は
夕
方
に
開

催
し
て
い
る
が
、
藤
田
も
夕
方

の
開
催
を
検
討
し
て
は
ど
う
か
。

　

若
い
方
に
も
参
加

し
て
も
ら
え
る
よ
う
、

休
日
の
昼
間
に
設
定
し
た
が
、

再
度
検
討
す
る
。
な
お
、
都
合

の
良
い
日
に
ど
の
説
明
会
に
参

加
し
て
も
か
ま
わ
な
い
こ
と
に

な
っ
て
い
る
。

　

町
で
行
わ
れ
て
い
る

会
議
や
委
員
会
の
内
容

は
議
員
は
把
握
し
て
い
る
の
か
。

要
望
を
出
し
て
も
一
度
し
か
議

題
に
上
が
ら
な
か
っ
た
り
す
る

の
で
把
握
し
て
ほ
し
い
。

　

会
議
や
委
員
会
は
町

は
町
、
議
会
は
議
会
で

行
っ
て
い
る
の
で
、
全
部
は
把
握

し
て
い
な
い
。

　

議
員
定
数
に
つ
い

て
、人
口
１
０
０
０
人
に

対
し
て
１
人
く
ら
い
か
と
思
っ

て
い
る
の
だ
が
、
ど
う
考
え
て

い
る
の
か
。

　

議
員
定
数
に
つ
い
て

は
議
会
で
検
討
し
ま
す
。

　

町
内
会
長
と
議
員
を

兼
務
は
お
か
し
い
の
で

は
な
い
か
。

　

法
的
な
問
題
は
な
い

が
、
執
行
者
の
委
嘱
状

を
受
け
る
町
内
会
長
と
チ
ェ
ッ

ク
機
能
を
有
す
る
議
員
が
兼
務

す
る
の
は
ど
う
か
と
い
う
考
え

は
あ
る
。
し
か
し
、
各
町
内
会

の
考
え
方
や
状
況
も
バ
ラ
バ
ラ

で
そ
れ
ぞ
れ
の
事
情
も
ご
理
解

い
た
だ
き
た
い
。
現
状
は
、町
内

会
長
は
引
き
受
け
て
も
本
部
役

員
に
は
な
ら
な
い
と
い
う
形
で

や
っ
て
い
る
。

◦
町
内
会
ご
と
の
要
望
が
か
な

り
出
て
い
る
が
、
優
先
順
位
が

あ
り
長
年
放
っ
て
お
か
れ
て
い

る
と
こ
ろ
も
あ
る
。
町
内
会
の

要
望
に
も
っ
と
耳
を
傾
け
て
も

ら
え
る
よ
う
議
員
に
も
力
を
貸

し
て
ほ
し
い
。

　
議
会
基
本
条
例
に
基
づ
き
、
４
月
23
日
か
ら
25
日
ま
で
町
内

５
会
場
で
議
会
報
告
懇
談
会
を
開
催
し
、
54
人
が
参
加
し
て
意

見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　
お
も
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。報

告
懇
談
会
の
開
催

時
間
の
検
討
を

町
内
会
長
と
議
員
の

兼
務
は
お
か
し
い
の
で
は

【
議
会
報
告
会
】

常
任
委
員
会
の
活
動
を

報
告
し
て
は

【
町
と
の
連
携
】

町
の
会
議
や
委
員
会
の
内
容

は
把
握
し
て
い
る
の
か

【
議
会
の
体
制
】

議
員
定
数
の
再
検
討
を

【
生
活
】

町
内
会
の
要
望
に
耳
を

傾
け
て
ほ
し
い

問

問

問問

問

議
員

議
員

議
員

議
員

議
員

議会報告懇談会 報告
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町
に
対
し
て
も
議
員
か
ら

伝
え
て
ほ
し
い
意
見
・
要
望

を
多
数
い
た
だ
き
ま
し
た
。

内
容
を
議
会
で
協
議
し
町
に

お
伝
え
し
ま
し
た
。
お
も
な

も
の
を
ご
報
告
し
ま
す
。

　
◦
町
営
住
宅
で
も
駐
車
場
料
金

を
取
っ
て
い
る
が
、
役
場
職
員
の

駐
車
場
も
有
料
に
し
て
も
良
い

の
で
は
。　

小
坂
く
ら
し
館
を
見

本
に
地
元
に
同
じ
よ
う

な
施
設
を
作
り
た
い
場
合
ど
う

す
れ
ば
良
い
の
か
。

　

小
坂
く
ら
し
館
は
旧

小
学
校
の
利
活
用
を
考

え
た
も
の
。
運
営
委
員
会
を
立

ち
上
げ
て
運
営
し
て
い
る
。
ま

ず
は
地
元
議
員
を
通
し
て
町
に

話
し
て
み
て
は
ど
う
か
。

◦
小
坂
く
ら
し
館
は
ハ
ー
ド
面

は
整
備
さ
れ
た
が
、
ソ
フ
ト
面

（
消
耗
品
な
ど
）の
予
算
が
な
い

の
で
、
最
低
限
の
予
算
は
付
け

て
ほ
し
い
。

◦
中
尊
寺
蓮
池
、
岩
淵
遺
跡
は

道
路
拡
張
や
駐
車
場
、
ト
イ
レ

の
整
備
を
進
め
て
ほ
し
い
。

◦
町
民
に
と
っ
て
一
番
大
事
な
６

次
化
の
予
算
が
非
常
に
少
な
い
。

町
の
振
興
に
は
や
っ
ぱ
り
農
業

だ
と
思
う
。

◦
小
学
生
の
下
校
時
に
雷
が
ひ

ど
く
ス
ク
ー
ル
バ
ス
が
遅
れ
た

こ
と
が
あ
っ
た
。
迎
え
に
行
く

者
に
遅
れ
が
伝
わ
ら
な
い
の
で
、

防
災
に
関
す
る
情
報
と
し
て
防

災
無
線
で
放
送
し
て
ほ
し
い
。

◦
捨
て
ら
れ
た
生
ご
み
な
ど
が

そ
の
ま
ま
に
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ

が
あ
る
。
改
善
さ
れ
な
い
の
で
、

防
犯
カ
メ
ラ
を
設
置
す
る
な
ど

良
い
方
法
を
考
え
て
ほ
し
い
。

◦
危
険
箇
所
改
修
の
予
算
が
年

間
10
万
円
で
は
全
地
区
改
修
す

る
の
に
少
な
い
と
思
う
。

◦
一
貫
教
育
を
取
り
入
れ
学
力

が
一
番
の
福
井
県
で
は
小
中
学

校
の
先
生
の
間
で
積
極
的
に
意

見
交
換
を
し
て
い
る
。
町
で
も

ぜ
ひ
取
り
組
み
、
学
力
が
向
上

す
れ
ば
す
ば
ら
し
い
こ
と
だ
と

思
う
。

◦
観
月
台
文
化
セ
ン
タ
ー
の
改

修
時
に
カ
ラ
オ
ケ
設
備
を
希
望

す
る
。
全
部
町
が
負
担
せ
ず
、

利
用
料
を
取
れ
ば
良
い
と
思
う
。

最
低
限
の
予
算
を
付
け
て

６
次
化
に
も
っ
と
予
算
を

生
ご
み
の
放
置
対
策
を

危
険
な
場
所
の
改
修
に

予
算
を
付
け
て

【
職
員
駐
車
場
】

有
料
化
の
予
定
は

【
小
坂
く
ら
し
館
】

地
元
に
も
同
じ
よ
う
な

施
設
が
欲
し
い

【
防
災
関
連
】

防
災
無
線
の
利
用
範
囲
の

拡
大
を
希
望

【
ま
ち
づ
く
り
】

観
光
資
源
の
周
辺
整
備
を

問議
員

町
へ
の
意
見
・
要
望

開催地区と参加者数

４月23日
小　坂 27人

大　枝 8人

４月24日
森江野 13人

大木戸 4人

４月25日 藤　田 2人

【
教
育
関
係
】

一
貫
教
育
の
中
で

先
生
方
の
意
見
交
換
を

【
設
備
】

文
化
セ
ン
タ
ー
に

カ
ラ
オ
ケ
の
導
入
を

＊
町
民
の
皆
さ
ま
、
ご
参
加
を

い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
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編

集

後

記

　

３
・
11
大
震
災
に
よ
っ
て
壊
れ
た

役
場
庁
舎
も
新
し
く
な
り
５
月
７
日

か
ら
業
務
を
開
始
し
ま
し
た
。
そ
の

も
と
で
一
般
選
挙
が
行
わ
れ
議
会
の

組
織
も
改
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

編
集
委
員
会
の
あ
り
方
も
こ
れ
ま

で
は
例
外
的
な
扱
い
で
し
た
が
、
今

後
は
委
員
会
条
例
に
規
定
さ
れ
た
常

任
委
員
会
と
し
て
の
位
置
づ
け
と
な

り
議
員
活
動
の
一
部
に
な
り
ま
し
た
。

　

議
会
だ
よ
り
の
発
行
に
重
責
の
あ

る
委
員
会
で
す
が
各
地
の
議
会
を
視

察
す
る
中
で
は
、
多
く
の
時
間
を
か

け
て
編
集
し
て
い
る
委
員
会
も
あ
る

こ
と
等
か
ら
明
確
な
位
置
づ
け
が
必

要
と
の
結
論
に
な
っ
た
も
の
で
す
。

　

議
会
だ
よ
り
は
議
会
活
動
を
逐
一

町
民
の
皆
さ
ん
に
お
知
ら
せ
す
る
大

事
な
広
報
で
す
が
、
編
集
の
仕
方
も

常
に
変
化
し
て
い
ま
す
。
研
鑽
を
重

ね
時
代
に
即
し
た
紙
面
づ
く
り
を
心

が
け
ま
す
。�

（
浅
野　

富
男
）

広
報
常
任
委
員
会

　

委
員
長�

渡
辺　

勝
弘

　

副
委
員
長�

佐
藤　

定
男

　

委　
　

員�

浅
野　

富
男

　
　

同�

阿
部　

泰
藏

　
　

同�

松
浦　

常
雄

　
　

同�

村
上　
　

一

　

我
が
国
見
町
は
、
町
村
合
併
の

モ
デ
ル
と
し
て
管
内
に
先
が
け
て

合
併
し
60
周
年
を
迎
え
、
着
実
な

町
政
の
発
展
と
あ
わ
せ
、
県
下
に

誇
る
町
の
振
興
の
シ
ン
ボ
ル
と
し

て
の
「
新
庁
舎
」
が
立
派
に
完
成

さ
れ
ま
し
た
こ
と
は
、
こ
の
上
な

い
慶
び
で
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
度
、
九
千
有
余
の
町
民
の

代
表
と
し
て
衆
望
を
担
っ
て
選
ば

れ
ま
し
た
12
名
の
新
町
議
会
議
員

の
皆
様
に
対
し
て
、
衷
心
よ
り
敬

意
と
お
祝
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

合
併
当
時
議
員
86
名
、
以
来
３

回
定
数
減
を
行
い
、
平
成
19
年
４

月
少
数
精
鋭
の
12
名
に
改
め
、
そ

の
英
断
は
共
感
を
呼
び
今
日
に

至
っ
て
お
り
ま
す
。

　

僭
越
な
が
ら
昭
和
42
年
５
月
、

公
民
館
報「
く
に
み
」の
記
事「
議

　７月１日、川俣町議会庁舎建設特別委員会の皆
様が役場新庁舎を視察に来庁されました。庁舎内
のレイアウトや使用した材質など熱心に質問され
ていました。

会
に
新
風
を
」
の
一
部
を
ご
紹
介

し
ま
す
。

◇
新
議
員
は
、
議
会
に
新
風
を
送

り
込
む
こ
と
で
、
マ
ン
ネ
リ
ズ

ム
に
な
り
や
す
い
議
会
の
空
気

に
清
新
さ
を
与
え
る
こ
と
は
、

新
議
員
に
課
せ
ら
れ
た
第
一
の

要
件
で
あ
る
。

◇
「
初
心
忘
る
べ
か
ら
ず
」
の
心

構
え
で
す
。

◇
議
員
は
、
町
民
の
代
表
者
で

あ
っ
て
代
理
者
で
は
な
い
。
議

員
の
発
言
と
行
動
は
、
多
く
の

町
民
の
共
鳴
と
諒
解
を
得
る
も

の
で
あ
り
、
ま
た
大
衆
の
負
託

に
応
え
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

　

町
か
ら
歴
史
ま
ち
づ
く
り
・
道

の
駅
（
交
流
の
場
）
を
は
じ
め
、

明
る
い
ニ
ュ
ー
ス
が
聞
こ
え
、
安

心
安
全
な
町
・
夢
と
希
望
の
持
て

る
活
力
あ
る
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く

り
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

町
と
相
携
え
て
、
他
町
村
か
ら

注
目
の
国
見
町
の
さ
ら
な
る
発
展

の
た
め
、
ご
活
躍
く
だ
さ
い
ま
す

よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
、
私
の
拙

い
文
を
終
わ
り
ま
す
。

渡邊　等
（宮東町内会）

私
も
ひ
と
言

議
会
議
員
に
期
待
を
寄
せ
て

６月２３日
～７月３日 ６月議会定例会

６月２５日 町街路灯管理委員会第５0回通常総会
６月２８日 第2回国見町に咲く中尊寺蓮を観る会開花式
７月1日 川俣町庁舎建設特別委員会来庁
７月2日 新人議員研修会（福島市）
７月３日 広報常任委員会、自衛隊協力会創立２0周年記念式典・祝賀会
７月４日 くにみ市場、くにみ元気まつり（オープンセレモニー）
７月６日 伊達市消防組合議会全員協議会・臨時会
７月９日 伊達郡正副議長局長会議（福島市）
７月1３日 自衛隊国見町父兄会総会
７月1４日 広報常任委員会
７月1５日 町交通対策協議会、公立藤田病院組合議会全員協議会・臨時会
７月1７日 伊達郡町議会議員大会（川俣町）

７月1８日
上野台運動公園プールオープニングセレモニー
森江野夏祭り

７月２1日 議員懇談会、広報常任委員会
７月２４日 広報常任委員会

７月３1日
議会運営委員会、全員協議会
第４回議会臨時会、広報常任委員会

８月３日 正副議長・事務局長研修会（福島市）

議会の動き


